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雨天決行

人の健康状態はここまでが健康で、ここからが病気と明確に分けられません。健康と病気の間を連続的に変化
している状態を 「ME-BYO （未病）」といいます。普段の生活の中で 「心身の状態を知り」（＝未病の見える化）、
「心身のバランスを整えて、より健康な状態に近づけていく」（未病を改善する）ことが大切です。
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参加者の皆様へ

●ウォーキングマナー５カ条
１　やぁ！おはよう　明るい挨拶　さわやかに

２　信号で　あわてずあせらず　待つ余裕

３　ひろがるな　参加者だけの　道じゃない

４　自分のごみ　自分の責任　持ち帰り

５　歩かせて　いただく土地に　感謝して

●ウォーカー心得
・帰るときは来た時よりも美しく

・写真以外はとるべからず

・足跡以外は残すべからず



　皆様、「城下町おだわらツーデーマーチ」にご参加いただき、誠にありがとうございます。大会
会長として、皆様を心より歓迎申し上げます。
　平成11年度にスタートした本大会は、日本マーチングリーグ認定の公式大会として、全国から
多くのウォーカーの皆様にご参加いただき、今年で25回目という記念すべき節目の年を迎えるこ
とができました。これもひとえに皆様の温かいご支援の賜物であり、心より感謝申し上げます。
　本大会では、箱根町・真鶴町・湯河原町の３町と小田原市を結ぶ、豊かな自然と歴史・文化の魅
力を存分に味わえる多彩なコースを用意しておりますので、箱根の雄大な山々、相模湾の美しい海
岸線、そして歴史が息づく城下町の街並みを歩きながら、心と体をリフレッシュしてください。
　今年はご好評いただいている｢観光ガイドウォーク」に加え、新企画｢みんなでおさんぽラリー」
を実施します。幅広い層の皆様にお楽しみいただける魅力的なプログラムとなっておりますので、
この機会に地域の新たな魅力を発見していただければ幸いです。
　晩秋の爽やかな風を感じながら、自然や歴史、人と人との温もりに触れるひとときをお過ごしい
ただき、当地ならではの山海の幸を堪能し、当地への愛着をさらに深めてくださることを願ってお
ります。本大会が皆様にとって心に残る特別な思い出となるよう、スタッフ一同おもてなしの心を
もってお迎えいたします。
　結びに、本大会を支えてくださる関係者の皆様、ボランティアの皆様、そしてご協賛いただいた
企業・団体の皆様に深く感謝申し上げるとともに、参加者の皆様が安全かつ充実した時間をお過ご
しいただけるよう心より祈念いたしまして、歓迎の挨拶とさせていただきます。

大会会長

小田原市長  加藤  憲一
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　城下町おだわらツーデーマーチは、四半世紀を経て今年25回目という節目を迎えることができ
ました。偏に参加して下さったウォーカーの皆様のお蔭です。今回も多くのウォーカーの皆様が
参加をして下さいました。歓迎し、心から御礼を申し上げます。
　さて、私達が日頃罹る病気で圧倒的に多いのは、産業革命以降の生活習慣や都市化などの環境
の変化によって新たに現れた、所謂「現代病」言われるものです。生活習慣で大きく変化したの
は、「歩くこと」が圧倒的に減ったことです。また、環境の大きな変化は「自然」を失ったこと
です。この二つを取り戻すことによって、現代病は予防でき、改善できると言われます。ウォー
キングは、自然の下で歩く訳ですから、現代人が体と心の健康を保ち、幸せな人生を送るための
切り札とも言えます。本大会へのご参加を機会に、より多くの方々がウォーキングに親しみ、習
慣として楽しむようになって欲しいと願っています。
　大会開催地の小田原市は、城下町として、宿場町として栄え、温暖な気候に惹かれて多くの文
化人が居を構えた、歴史と文化の薫り深く趣のある自然豊かな街です。この地を中心に、隣接す
る箱根町、真鶴町、湯河原町に跨って開催される本大会は、距離も、難易度も、風光も、変化に
富んだ７コースと二つの特別企画が準備されていて、老若男女どなたにも楽しめるものになって
います。どうぞ、秋たけなわの古都小田原、風光明媚な箱根町、真鶴町、湯河原町など西さがみ
でのウォーキングを満喫して下さい。また、此の地は美味しい海・山の幸に恵まれた土地です。
アフターウォーキングに、地元の料理やお酒を味わって下されば、終生忘れ得ぬ想い出になるで
しょう。
　結びに、協賛や後援を賜った企業、団体の皆様に厚くお礼を申し上げます。また、大会の開催
並びに運営にご尽力を頂いた小田原市を始め、ご支援を頂いた箱根町、真鶴町、湯河原町を始め
とした全ての関係者の皆様に感謝申し上げ、挨拶と致します。
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一般社団法人　日本ウオーキング協会

　　　　　　　　会長  畑  浩靖

四半世紀を迎えて一層輝きを増す
第２５回 「城下町おだわらツーデーマーチ」にようこそ！
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令和７年度 第25回 城下町おだわらツーデーマーチ事業計画

●歴史と文化が薫る１市３町を舞台に、多くのウオーカーが自然に親しみながら、歩くよろこびや心と心のふ

　れあいを体感することで、心と身体の健康づくりに寄与する。

●おもてなしの心にふれたり、友情の輪を広げたりする中で、参加者に１市３町の魅力を伝えることを目指す。

●地域住民や企業、学校、行政が一致団結することで、今後のまちづくりへの連帯感を高める。 

1. 趣 　 旨

小田原コース：小田原城址公園銅門広場 

真鶴・湯河原コース：真鶴町立真鶴中学校

3. 主 会 場

令和７年（2025年）11月15日（土）、16日（日）（雨天決行）

3. 期 　 日

小田原市、小田原市教育委員会、箱根町、箱根町教育委員会、湯河原町、湯河原町教育委員会、 

(一社)日本ウオーキング協会、朝日新聞社

4. 主 　 催

城下町おだわらツーデーマーチ実行委員会

5. 主 　 管

ＮＰＯ法人神奈川県ウオーキング協会、（公財）小田原市体育協会、小田原市スポーツ推進委員協議会

6. 共 　 催

真鶴町教育委員会

7. 協 　 力

神奈川県

8. 後 　 援

9. 協 　 賛
トータリゼータエンジニアリング株式会社、相日防災株式会社、株式会社不二家　平塚工場、

鈴廣かまぼこ株式会社、小田原スポーツ・文化運営企業体、株式会社スポーツプラザ報徳、

株式会社スポーツプラザ報徳小田原校、株式会社ミクニ　小田原事業所、クラブツーリズム株式会社、

ＳＴＲＩＤＥ ＬＡＢ 小田原、大塚製薬株式会社、かながわ西湘農業協同組合、小田原お堀端　万葉の湯、

さがみ信用金庫、ABCハウジング　西湘・小田原住宅公園、一般財団法人　八三財団、

住友生命保険相互会社　湘南支社、一般社団法人　箱根物産連合会、フォレストアドベンチャー・小田原、

有限会社　ランケイ社、花王株式会社　小田原事業場、株式会社　小田急箱根、ダイナシティ、

小田原駅構内タクシー組合、フロンティア１株式会社、有限会社　相模ディナーサービス、

ヤオマサ株式会社、株式会社オービーエム管財、箱根ラリック美術館、Meiji Seikaファルマテック株式会社、

富士フイルム株式会社　神奈川事業場、小田原コロナワールド、株式会社東海ビルメンテナス、

株式会社まるだい運輸倉庫、国際医療福祉大学　小田原保健医療学部、一般財団法人　小田原市事業協会、

小田原酒販協同組合、箱根ガラスの森美術館、株式会社　山安、伊豆箱根鉄道株式会社、

小田原市管工事協同組合、小田原市土木建設協同組合、第一三共株式会社、株式会社　横浜銀行　小田原支店、

スルガ銀行　株式会社、有限会社　扇屋スポーツ、小田原ガスグループ、小田原地区木材業協同組合、

富士屋ホテル株式会社

開 催 概 要



10.コ ー ス

20km

10km

10km

5km

5km

箱根湯本温泉街と一夜城相模湾一望コース

東海道国府津山コース

20km 潮風薫る真鶴岬とみかん香る湯河原幕山コース

雄大な海の恵みを感じる小田原漁港コース

ふらっと歩こうらくらくコース

戦国時代を偲ぶ小田原城総構コース

学んで歩こう文学・遺跡めぐりコース

20km

●真鶴・湯河原コース

●小田原コース

●完歩者全員に完歩証を授与します。

●日本ウオーキング協会の歩行距離認定制度により、別途表彰します。

11. 表 　 彰

●参加者は、健康管理には万全を期して参加してください。本大会中万一事故が発生しても、主催者の加入する

　傷害保険の範囲及び応急処置以外の責任は負えません。持病のある方は、主治医の許可を得てください。

●自然災害、歩行困難な荒天、流行性疾患の流行等の不慮の災害が生じた場合、大会を中止することがあります。

●その場合、参加費の払い戻し、交通費・宿泊費など個人負担の費用補償及び歩行記録の認定はできません。

　また、大会資料等の送付は、その都度主催者が判断し決定いたします。

　(※最初のコースがスタートした後の中止決定の場合は認定するものとしますが、スタートをする前に中止決定

　した場合は、参加認定はできません。)

●大会中の映像、写真、記事、記録等に関するテレビ、新聞、雑誌、インターネット等への掲載権と肖像権は

　主催者に属します。

12. 免責事項

●日本マーチングリーグ公式大会（ＪＭＬ）

●国際・日本市民スポーツ連盟公認大会（ＩＶＶ・ＪＶＡ）

●オールジャパンウオーキングカップ神奈川県公式大会（ＡＪＷＣ）

●関東甲信越マーチングリーグ公式大会（ＫＫＭＬ）

●美しい日本の歩きたくなるみち５００選認定大会

13. 公 認 等

開 催 概 要



● もし体調や健康状態に不安がある場合、あるいは軽微でも風邪症状のある方は
　 参加を見合わせてください。

● ごみ箱は設置していません。ごみはお持ち帰りください。

● 大会参加中の喫煙はご遠慮ください。

● 今大会は手荷物預かりを行いませんので、荷物は各自で管理をお願いします。

● 主催者が取り決めたその他の措置の遵守、主催者の指示に従ってください。

小田原城址公園銅門広場の救護所に専任スタッフが待機しています。

歩行中にケガをしたり、気分が悪くなった場合は、

近くの大会スタッフに声をかけてください。

救護所　　070-9349-0483

救護所の連絡先

参加者へのお願い

参加者の皆様へ

安心安全な大会を目指して、ご協力をお願いいたします。

小田原駅の
コインロッカーの
位置はこちらから！

命に係わる場合は 119 番へ電話しましょう。













ご協賛企業一覧

































Tel:0460-84-2255 www.lalique-museum.com

〒250-0631神奈川県足柄下郡箱根町仙石原186-1
営業時間 9:00 ~16:00（入場15:30迄）第3木定休（8月無休）

〒仙石案内所
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息をのむほど美しいジュエリー、眩いば
かりのガラス工芸、そしてオリエント急
行内装まで。コレクションの数々は、彼
が愛した女性たちへのメッセージ。

やがて彼女たちの手をはなれ、
今、箱根・仙石原へ。










